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【介護老人保健施設の理念と役割】 

 介護老人保健施設は、利用者の尊厳を守り、安全に配慮しながら、生活機能の維持・向上を目指し総合的に援助します。また、家族や

地域の人びと・機関と協力し、安心して自立した在宅生活が続けられるよう支援します。 

１．包括的ケアサービス施設 

 利用者の意思を尊重し、望ましい在宅または施設生活が過ごせるようチームで支援します。そのため、利用者に応じた目標と支援計画

を立て、必要な医療、看護や介護、リハビリテーションを提供します。 

２．リハビリテーション施設 

 体力や基本動作能力の獲得、活動や参加の促進、家庭環境の調整など生活機能向上を目的に、集中的な維持期リハビリテーションを行

います。 

３．在宅復帰施設 

 脳卒中、廃用症候群、認知症等による個々の状態像に応じて、多職種からなるチームケアを行い、早期の在宅復帰に努めます。 

４．在宅生活支援施設 

 自立した在宅生活が継続できるよう、介護予防に努め、入所や通所・訪問リハビリテーションなどのサービスを提供すると共に、他サ

ービス機関と連携して総合的に支援し、家族の介護負担の軽減に努めます。 

５．地域に根ざした施設 

 家族や地域住民と交流し情報提供を行い、様々なケアの相談に対応します。市町村自治体や各種事業者、保健・医療・福祉機関などと

連携し、地域と一体となったケアを積極的に担います。また、評価・情報公開を積極的に行い、サービスの向上に努めます。 

療養部長(看護) 佐藤 乙女 

 2022 年も残りわずかとなり寒さが身に沁

みる季節になりましたが、ご家族の皆様はい

かがお過ごしでしょうか？ 

 8 月のクラスター発生時には大変ご心配を

おかけしました。現在、利用者皆様は元気に

療養生活を送っておられますのでご安心下

さい。 

 日常生活の制限は緩和されつつあります

が、マスクや手指消毒等感染対策の必要性は

変わらず、面会制限を継続せざる得ない状況

が続いています。そのような状況の中でご家

族の皆様には、たくさんのご協力を頂き心よ

り感謝申し上げます。 

 新型コロナウイルスの第 8波、インフルエ

ンザの流行は懸念されますが、来年もより良

いサービスを提供できるよう職員一同頑張

りますので、引き続きよろしくお願い致しま

す。 

健康に留意され良いお年をお迎えくださ

い。 

 
1階 主任(リハビリ) 佐々木 衣織 

 2022年も師走を迎え、日ごとに冬の寒さが 

増す頃となりました。 

 今年も新型コロナウイルス感染症の猛威

はおさまらず、変異を続けるウイルスとの闘

いが続きました。今年も残念ながら夏祭りな

どの大きな行事は開催できませんでしたが、

県内では昨年まで中止していた行事を開催

する動きが出てきた一年となり、少しずつ

様々な活動が前進していると感じました。 

 2023 年は卯年。卯という字は「とび出る」

「分ける」という意味があり、卯年は「飛躍

する」年や時代の区切り、「契機になる」年

と言われています。コロナ禍ではありますが、

今私たちにできることを見直し、飛躍の一年

になるよう努めていきたいと思います。 

 
２階 介護長(介護) 高橋 陵子 

 寒さが身にしみるようになってきた今日

この頃、今年も残すところあとわずかとなり

ました。 

 今年一年も新型コロナウイルスの影響に

より、様々な場面で制限がある中、ご家族や

利用者の皆様には大変ご不便をおかけした

ことと思います。2023年こそは、この感染症

が終息することを切に願います。 
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 利用者の皆様が笑顔で日々過ごしていた

だけるように、生活様式の変化に対応しなが

ら職員一同協力し合い、寄り添ったケアを目

指し努力していきたいと思います。来年も宜

しくお願い致します。 

 
３階 介護長(介護) 佐藤 大亮 

 今年も残すところわずかとなり、身を刺す

ような寒い日が増えてきました。 

 世間では新型コロナウイルスと共存し、経

済活動を走らせようと様々な制限が緩和さ

れ、日常を少しずつ取り戻してきているとこ

ろもあります。しかしながら毎度のように感

染者は増加し、制限の緩和と反比例するかの

ように医療、福祉、保育の分野は更に気の抜

けない厳しい状況となっています。 

 来年こそはと言いながら早 3年経ちますが、

来年こそは業種や年齢を問わず皆様が安心

した日常生活を送れるよう願います。 

 
相談室 佐々木 智広 

 今年の年末年始の外出・外泊については、

新型コロナウイルスやインフルエンザの感

染予防などのため中止させていただきます。 

今年も新型コロナウイルスの影響により、

外出や外泊、面会等においてご家族の皆様に

は大変ご不便をおかけしました。感染状況に

好転の兆しは見られておらず、この先もいろ

いろとご不便をおかけすることがあるかと

思います。引き続きご理解とご協力の程、お

願い致します。 

来年もよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

利用者の方々と球根を植えました。 

 
【面会についてのお知らせ】 

新型コロナウイルス感染防止のため、現在

全ての面会を中止させていただいておりま

す。面会制限解除の際は随時ホームページ等

でお知らせ致します。 

また 10 日以内に県外への往来があった方

や県外往来者との接触があった方は入館を

ご遠慮いただいております。 

上記の方は、備付けのインターホンをご使

用いただくか、☎0184-23-7100までご連絡を

お願い致します｡ 

ご家族の皆様には長期間にわたり、ご不便

やご心配をお掛けしておりますが、ご理解と

ご協力をお願い致します。 

なおご不明な点がございましたら職員に

お尋ね下さい。 

〇お問い合わせ先 

介護老人保健施設「しょうわ」 

0184-23-7100（代） 

 

来年も 

宜しくお願い致します 


